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本論文では ��� ページから目的部分のテキストを自動抽出する手法を提案する．本論文で扱うタスクは，
��� ニュースのページからそのニュース記事のタイトルと本文を抽出するというタスクである．
本手法ではまずテキストブラウザを利用して，��� ページをテキスト化する．このテキストファイルを

もとに抽出規則の学習を行なう．具体的には行を事例とした �������	
 法とクラス間の出現順序や位置
情報などの制約を取り入れた状態遷移図を利用する．本手法は ���

�� 学習の一種であるが，従来までの
���

�� 学習とは異なり，���� のタグを抽出手がかりとして使わない．そのためにサイトの異なるペー
ジに対しても適用できる抽出規則を学習することが期待できる．実験では訓練データの元になったサイト
から取り出したページと別サイトから取り出したページを使って抽出実験を行なった．単純なレイアウトの
ページであれば，高精度に抽出できたが，複雑なレイアウトのページでは抽出に失敗していた．また本手法
は様々な応用が可能である．ここでは対訳コーパスの自動構築に応用できることを示した．今後は自然言語
の情報を素性に組み入れる．本タスクに関しては，タイトルの判定の精度を高めて改善を行なう．
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� はじめに
本論文では���ページ，すなわち ����で記述

されたテキストから目的部分のテキストを自動抽出
する手法を提案する．本論文で扱うタスクは，���
ニュースのページからそのニュース記事のタイトル
と本文を抽出するというタスクである．
��� は情報の宝庫である．そこから特定の情報

を収集し，再構成してユーザーに提示するシステム
が数多く提案されている �例えば ����．そのような
システムで鍵となる技術は ��� ページから目的部
分を自動的に抽出する技術であり，その技術は自然
言語処理を使うアプローチと ���

�� 構築のアプ
ローチに分類できる�．前者では，��� ページを文
書データとして扱い，ページに書かれている内容に
関する部分を抽出する．後者では，��� ページを
�半�構造化データとして扱い，ページ内の表のデー
タや，定型的なレイアウトをもつ文書データなどを
抽出対象とする．本論文のタスクに対しては後者の
アプローチが使われる．
��� ニュースのページからタイトルと本文を抽

出するのは，一見，簡単な処理に思われる．確かに，
同じサイト内のニュース記事であれば，レイアウト
が固定されているので，目的を達する ���

�� を
書くのはそれほど困難なことではない．現に ���
ニュースを収集，再構成してユーザーに提示するシス
テムは������ 	���� や ���������で既に行なわれ
ている�． �!��や ���などのポータルサイトでも
���ニュースを収集して，記事の一覧を提供してい
る．これらのシステムは基本的には ��� ��"#! �"$�
��%%��&��
' �"$� ��%%��&�を利用していると
思われるが，���を提供していないニュースサイト
へは対応できない．また ���は文字通り ��%%��&
であり記事本文の抽出はできない．記事本文を抽出
する場合には，サイト毎の何らかの ���

�� を作
成していると思われる．��� ニュースを収集して
要約を提供する 	���(������#� においてもサイト
毎に ���

��が手作業で作られている �)� �．しか
し，サイト毎に ���

�� を作成するのは手間がか
かるし，新しいサイトが現れればまた ���

�� を
作成しなくてはならない．また同一サイトでレイア
ウトが変更されることもある．
そこで本論文では機械学習を利用した ���

��

の自動構築を行なう．
従来から機械学習を利用した ���

��の �半�自

動構築技術が研究されてきている．*��!%��"#� の
�� ���

���+�，������ の ����*���,�，��-��.
���-の��(�*�/0�などが代表的な研究である．し

�������� とは ��� ページから特定部分を抽出するプログ
ラムのことである．

������		
���
������
���	
������		����
���

��	
�����
��� は ��� を利用して，��� ニュースからタイト

ルだけ取りだして提示している．タイトルに元のページへのリ
ンクがある．

������
����
�� では ���� のニュース記事を ��� に
変換する．このプログラムが本論文での ������� に相当する．

かしこれらの研究の抽出対象は，表形式のリストの
ように /ページ内にレコードのインスタンスが繰り
返し出現するタイプのものであり，我々のタスクに
は合わない．当然，それらの手法でも本タスクに適
用可能ではあるが，その場合には，サイト毎に，訓
練データを作成し，学習を行なう必要がある．これ
はかなり煩わしい．����データを解析しながら，
訓練データを作成するくらいなら，���

�� を直
接作った方が簡単とも思える．もちろん，複数のサ
イトからページを集めて学習を行なえば，それらサ
イトをカバーする ���

��が作成できる可能性は
ある．しかし従来の ���

�� では，抽出箇所を挟
むタグを抽出の手がかりとして利用しているので，
異なるサイト間で共通に使える ���

�� の構築は
困難である．
本論文は異なるサイト間で共通に使える抽出規則

の自動構築を目指す．基本となるアイデアは ����
ファイルをテキストブラウザーを利用してテキスト
ファイルに変換し，そこから抽出規則を学習させる
ことである．���� ファイルはサイトが異なると
全く異なるが，テキストファイルではその違いがあ
る程度吸収される．またテキストブラウザーから作
成されたテキストファイルには ���� のタグが取
り除かれているので，ここで学習される抽出の手が
かりとなる情報はサイトを通して有効な情報である
ことが期待できる．またテキストファイルに変換す
ると訓練データを作成する際のタグ付けが容易であ
るというメリットもある．テキストファイルに変換
した後は，行を事例とした �������	
 法 �1�を
適用する．本タスクの場合，削除箇所と抽出箇所が
/つの行の中に混在することはない．そのため各行
毎にその行を抽出するかどうかを判定すればよい．
�������	
 法では各事例にクラスの確率を与え，
動的計画法によって最適なクラス列を決定する．各
行のクラスが決定されればそこから抽出する行，つ
まり抽出箇所が特定できる．また本タスクではクラ
スの出現順序にある程度制約があるため，そのよう
な制約を取り込んだ状態遷移図を作成し，その後に
動的計画法を適用する．
本論文では 2つの実験を行う．
/つは学習した抽出規則の評価実験である．まず

レイアウトが異なる 3つのサイトを選び，各サイト
から��� ニュースを約 30 ページづつ集め，これ
らを訓練データとして，抽出規則の学習を行う．そ
して同じ 3つのサイトから，再び，��� ニュース
を約 30 ページづつ集め，これらを評価データとし
て評価を行なう．さらにそれら 3つのサイトとは別
の , サイトを選び，各サイトから��� ニュースを
約 /0 ページづつ集め，これらのページに対しても
抽出実験を行ない，評価を行う．
もう /つの実験は，本手法の有用性を示した実験

である．本手法は ��� ニュースの収集，再構築だ
けに応用されるわけではない．ここでは新しい応用
として対訳コーパスの自動構築を取り上げる．日本
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語の���ニュースの中には英語の���ニュースを
翻訳して提供しているものがある．そのようなペー
ジはオリジナルのニュースページへのリンクが張ら
れている．そのため対訳関係にあるページを特定で
き，それら ��� ニュースからタイトルと本文を抽
出することで，対訳コーパスを自動構築することが
できる．本実験ではこのアプローチにより対訳コー
パスを自動構築できることを示す．

� 抽出規則の学習

��� テキストブラウザーの利用

抽出対象の���ニュースのページ例を図 /と図 2
に示す．図には抽出する部分も示している．

タイトル

本文

図 /4 ��� ニュース �/�

タイトル

本文

図 24 ��� ニュース �2�

図 /と図 2は異なるサイトから取り出した ���
ニュースなので，レイアウトが異なっている．タイ
トルや本文を挟むタグを手がかりにするアプローチ
では，図 /と図 2に共通して使える抽出規則を作成
することは難しい．

本論文では，���ニュースの ����ファイルを扱
わず，テキストブラウザー ���� �を利用する．����
に �����のパラメータを与えることで、���� の
タグが除去され，ある程度整形されたプレーンなテ
キストを得ることができる。

図 /の ���� ファイルをテキストファイルに変
換した結果の一部を図 �に示す．また図 2の ����
ファイルをテキストファイルに変換した結果の一部
を図 +に示す．

こうして作成されたテキストファイルから記事の
タイトルと本文を抽出する規則を構築する．この場
合，抽出規則が利用する情報は，例えば次の行が空
行であるとか，その行が字下げされているかなどと
いった情報になり，その多くはその文字列自身がも
つ情報となる．これは ���� のタグの情報とは本
質的に異なる．また ���� のタグの違いを吸収し
た情報ともみなせる．例えば，����のタグや���の
タグの違いは吸収されている．このようなことから，
図 �や図 +のテキストファイルに共通して使える抽
出規則を構築できる可能性がある．

���
� ����【特別企画】撮りっぱなしでは終わらない、とことんできる「デジタ
ルカメラ徹底活用術」�� デジカメシアター ���	
�� 
�� ��

� ����【特別企画】業界初の新機能「バックアップファイルマネージャー」
を搭載。バックアップしたイメージファイルから、直接 �� を起動ができる
「�� 革命������� �����」

クリエは国内のみの展開に、海外での販売終了へ � 事業戦略を見直し

��������
���� 印刷

ソニーは、同社が開発する ��� !" 搭載 ��#「クリエ」について、今後は国内の
みでの販売とし、欧米や日本以外のアジアなど海外では新たな製品の販売を行
わないことを明らかにした。一部報道で報じられていた内容について、公式に
認めた形だ。

クリエは、数々の意欲的な製品展開で ��� !" 搭載端末の中でも高い人気を得
ており、海外でもファンが多いといわれていた。今回の決定について同社では
「クリエビジネスの見直しのため」としており、海外では現在出荷分の在庫が
なくなった時点で販売を終了、当面の新機種投入を行わない意向だ。国内につ
いては、事実上 ��� !" 搭載端末を発売しているのがソニーだけという現状を
ふまえ、新機種投入を含めて販売を継続していく。

今後については、これを充電期間ととらえ、通信・エンターテインメント機能
の充実、ゲーム機との融合、などといったさまざまな方向性を検討。新たな事
業戦略がまとまった時点で、改めてワールドワイドでのクリエビジネスを展開
していく考え。

ソニーは ��� !" の開発元である ��� "�$��� にも出資しているが、今後も良好
な関係を維持する、とする。ただ「クリエの名称を含めてビジネスを検討する
。��� !" は %クリエビジネスにおける& 重要な候補」%同社& ともしており、現
在と全く異なる新製品の登場も予想される。

関連記事

� ����【レポート】売れ筋ランキング � ��# は �'() が � 位までを独占、ソフ
トでは低価格 ��* 作成ツールがランクイン

� ��+� より手書きに近い感覚を実現した新 �'() 登場 � 無線 '#, 機能を装備

���

図 �4 テキスト化されたページ �/�

������������	
��
���	����

�
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イチロー６月もマルチ発進…初の月間ＭＶＰ最有力
三塁強襲＆技あり内野安打

イチローは四回、必死に走って内野安打を稼いだ（ＡＰ）
イチローは四回、必死に走って内野安打を稼いだ（ＡＰ）

　【シアトル（米ワシントン州）１日＝夕刊フジ特電】マリナーズのイチロー
外野手は、ブルージェイズ戦に１番右翼で２本の内野安打を放ち、連続試合安
打を「９」に伸ばした。試合は５－６で敗れた。５月を絶好調で終えたイチロ

ーは６月もマルチ安打で発進した。

　１点を先制された初回先頭の第１打席、一塁ゴロエラーで出塁したイチロー
は、すかさず二盗（１２個目）に成功。送球がそれる間に三進し、マルチネス

の二塁打で同点のホームを踏んだ。

　二回は一ゴロに倒れたが、同点に追いついた四回二死一塁で三塁強襲安打を
放ち、１点を追う六回一死二塁では敬遠四球。八回二死一塁の第５打席では抑
えのフレイザーから右手１本の流し打ちで三遊間内野安打。今季２６回目のマ

ルチ安打を記録した。

イチローの全打席
第 　１ 一回 一ゴロ失
第 　２ 二回 一ゴロ
第 　３ 四回 三塁内野安打
第 　４ 六回 敬遠四球
第 　５ 八回 遊撃内野安打
打率．３３８、３本塁打、２０打点

　自身２度目の５０安打（打率．４００）で５月を終えたイチローに、初の月
間ＭＶＰ受賞の期待が高まっている。

　５月は安打数で２位モーラ（オリオールズ）の４３本を大きく引き離し、打
率はモーラにわずか２厘差のメジャー２位。日米通算２０００本安打達成。２
度目の月間５０安打はピート・ローズ以来史上２人目の快挙でもあり、同賞の

有力候補に躍り出た。

　これまで数々の記録を塗り替えてきたイチローだが、不思議なことに月間Ｍ
ＶＰだけは無縁。首位打者と盗塁王の２冠だった０１年にも月間新人ＭＶＰに
４度輝いただけだ。「ミスター・メイ（５月）？ 　ミスター・マーチ（３月）
より、ずっといいですよ」とおどけるイチローに、初の栄冠は届くか。

2#32#3 ����������

�/������01
�
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◆ ���� 小野ゴール歴史的ドロー…ベッカム完封 %�����&
◆ ���� 稲本、骨折の疑い…病院へ直行 %�����&

���

図 +4 テキスト化されたページ �2�

��� 行単位の �������	
 法

�������	
 法 �1� は固有表現抽出のような
5!��� 同定に対して利用される手法である．例え
ば，人名を抽出する場合には，以下のような +つの
クラスを用意する．

��� 人名単語列の始まりの単語
��� 人名単語列の中間の単語
��� 人名単語列の最後の単語
� � 人名単語列が１単語

他の固有表現も同時に抽出したければ，同様に +
つのクラスを追加すればよい．最後に，抽出対象の
単語列とは無関係という 	 というクラスを用意す
る．そして入力テキストの各単語に上記で設定した
クラスになる確率を与える．クラスの並びにはある
制約 �例えば �� の直後には �� は現れない�があ
るので，その制約を満たしたクラス列で生起確率が
最大になるようなものを求めれば，固有表現の抽出
が行なえる．
本論文ではこの �������	
 法を利用する．本

タスクの場合，削除箇所と抽出箇所が / つの行の
中に混在することはない．そのため各行毎にその行
を抽出するかどうかを判定すればよい．そのため，
�������	
 法の事例としては，テキストファイ
ルの行を設定すればよい．�������	
 法によっ
てタイトルの行と本文の開始行，終了行を見つける
ことで，タイトルと本文の抽出が可能となる．

����� クラスの設定

�������	
 法では，まずクラスを設定しなく
てはならない．本タスクではタイトルと本文の 2種
類のクラスがあるので ) �6 2 � +�つのクラスと 	
を設定すればよいが，精度を高めるために，制約を
設けてクラスの数を減らす．
まずタイトルは１行で書かれると仮定する．実際

に 2行になることもあるが，/行目さえ取り出せて
おけば，最終的な後処理で簡単に 2行目は取り出せ
る．そのためタイトルに関するクラスは �だけにな
る．また /つのニュース記事の中がいくつかに分割
され，各部分にサブタイトルがつくような場合があ
る．このためサブタイトルというクラス * も設定
する．これも１行であると仮定する．また本文 �の
一部�が /行であることはないとする．このため本
文に関しては，本文の開始行の �，本文の中間行の
�，本文の最終行の � の �つを設定する．
以上より，	7�7*7�7�7� の ,つが本論文で設定

したクラスとなる．

����� 素性の設定

�������	
 法では各事例が各クラスになる確
率を求めなくてはならない．これは行を事例として，
事例を上記 ,つのクラスのどれかに識別する分類問
題として扱えばよい．分類問題として扱うには，注
目する素性が必要となる．素性は，概略，各行が上
記 , つのクラスのどれになるかを判断する手がか
りに対応するものである．
ここでは以下の /�種類の素性を利用することに

した．括弧ないの数値は素性のとり得る値である．

��� センターに位置するか �� �� ��
��� 右づめになっているか �� �� ��
�	� 。
」。
 �
 ��
 で終っているか �� �� ��
��� ���
 が行の中にあるか �� �� ��
��� 左余白があるか �� �� ��
��� ○●■ ではじまってるか �� �� ��
��� 直前の行が水平区切りか �� �� ��
��� 直前の行に ����� があるか �� �� ��
��� 直前の行が ���� か �� �� ��
���� その行が ���� か �� �� ��
���� 直後の行が水平区切りか �� �� ��
���� 行の長さ �� ～ ���
��	� 全角文字の個数 �� ～ ���

素性を設定する際には，そのサイトに特有な手が
かりを使うことを避けることを注記しておく．その
ような素性を使えば，訓練データで扱ったサイト内
のページに関しては，満足いく結果が得られるかも
知れないが，他のサイトでは有効に機能しないから
である．例えば，形態素解析してある単語が出現す
るかどうかの情報を利用した場合，あるサイトでは
不要部分の文面が同一であるので，そのサイト内の
ページに関しては，その部分を排除する効果は高い
が，他のサイトではその単語が出現するかどうかは
識別の情報にならない．
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����� 決定木による学習

各行がどのクラスになるかを識別するための規則
を学習するために，本論文では決定木 �8�を利用す
る�．
ただし決定木では識別の結果が決定的であり，各
クラスの確率を与えることはできない．ここでは以
下のような方法をとった．
訓練データから構築された決定木を利用して，訓

練データの識別を行なう．訓練データの各事例は決
定木のあるリーフノードに達することで，識別が行
なわれるので，決定木の各リーフノードに達した事
例を集め，そのクラスの割合をそのリーフノードに
与えておく．実際の識別では，入力事例はあるリー
フノードに達するので，そのリーフノードが持つ先
のクラスの割合を出力とする．

��� 状態遷移図の作成

�������	
法では出力となるクラス列を推定
する際に，本質的には，クラスの状態遷移図を作り，
それを ��� としてモデル化して最適なクラス列
を求める．
固有表現抽出の場合，作成すべき状態遷移図は単

純である．それはクラスの出現に制約がほとんどな
いからである．例えば，「人名の次に現れる固有表現
は地名である」や「地名は /回しか現れない」や「人
名と地名の間が /0単語以上離れない」などといっ
た制約はない．しかし本タスクではそのようなクラ
スの順序や位置関係に関して，いくつかの制約があ
り，状態遷移図を作成するには工夫が必要である．
まず単純に生成するクラス列を考えると，

!" � !# � �# � !"

の列となる．これをそのまま状態遷移図で書くと
図 3のようになる．

IN

OUT

HN M ES

図 34 単純な状態遷移図

これは � が /回しか現れないことや � が � の
前に出現する制約が効いていない．なぜなら図 3で
は 	の後に �や �が出現可能であるために，�は

�他の学習手法も利用可能だが，決定木が使える場合には，決
定木を使うのは無難な選択である．

複数回現れ得るし，� より前に � が出現可能でも
ある．

この問題は，� の前の 	 や � の後の 	 を別名
にすれば解決できる．例えば，図 ,のようにすれば，
�が /回しか現れないことや �が � の前に出現す
る制約を取り込めている．ここで 9 や �	 は仮想
的状態であり，本質的には 	 である．そのためそ
の状態の持つ確率は 	 の状態が持つ確率と等しい．

IN OUTJ H N M E LNS

図 ,4 クラスの順序の制約を入れた状態遷移図

また通常， � と �が極端に離れることはないの
で，例えば，� と � の間には 3行以上離れないと
いう制約を入れる場合には，図 8のような仮想的状
態 �	/7	27	�7	+7	3�を追加すればよい．これらの
状態の持つ確率も 	 の状態が持つ確率と等しい．

H N5 N4 N2 N1 SN3

図 84 クラス間の距離の制約を入れた状態遷移図

上記のような工夫をいくつか追加して，最終的な
状態遷移図を作成した．最終的に作られた状態遷移
図を図 )に示す．ここからの最適なクラス列の生成
は動的計画法を用いて算出できる．

J

IN

OUT

H N10 N9 N6... ...N5 N1 S

K

M E

NS

LN

図 )4 作成した状態遷移図
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� 実験

��� 訓練データの作成

ここでは以下の 3つのサイトからニュースページ
を取り出した．取り出したページ数を括弧で示す．
合計 2,/ページであった．

サイト $ �%%��&&'''	��%'����	��	�� ()*+

サイト , �%%��&&��'�
	�����	��	�� ()*+

サイト - �%%��&&'''	��������	��	�� ()*+

サイト . �%%��&&�����	��%����%	��� (/$+

サイト ) �%%��&&'''	0�
0�
	��	�� ()*+

これら 2,/ページをテキストブラウザ ����によ
りテキストファイルにし，設定したクラスを各行に
与えることで訓練データを作成した．この訓練デー
タを決定木構築ソフト 5+:3 �8�に与えることで，決
定木を構築した．

��� 同サイト別ページによる評価

まず訓練データの作成元になったサイトから訓練
データとは別に訓練データと同じ数だけニュース
ページを取り出し，それらに対しても ����により
テキストファイル化した．
次に構築された決定木と設定した状態遷移図を利

用することで，テキストファイルの各行にクラスを
付与し，このクラスをもとに記事のタイトル �とサ
ブタイトル�と本文を抽出した．
ここでは各行に与えたクラスの正解率，再現率，

'値をみることで評価を行なう．結果を表 /に示す．

抽出 正解 全体 正解率 再現率 � 値
個数 個数 個数

� ��� ��� ��� ���	
 ���	
 ���	

� �
 �� �
 ����	 ����	 ����	
� �
� �
� ��� ���	� ��
�
 ��
��
� ���� ���� �
�
 ����� ���		 �����
� �
� ��� ��� ����� ��
�� ���
�

表 /4 同サイト別ページの評価

全体の評価は表 /の通りであるが，正解率や再現
率はサイトによって若干異なる．最も成績の良かっ
たサイト / と最も成績の悪かったサイト 3 の結果
を示す．他のサイトはサイト /とサイト 3の中間位
の値を出していた．
大雑把にまとめると，比較的単純な構造をしてい

るページに関しては抽出精度が高い．ここで言う単
純な構造とは本文中に図やサブタイトルが含まれな
いページである．サイト / のページがそのような
ページであり，タイトルと本文が誰の目にもわかり
やすい．一方，図や表が入った場合，図のキャプショ
ンが本文中の文章と区別し難しくなるし，本文が図
や表によって分断されてしまうので，抽出が困難に

抽出 正解 全体 正解率 再現率 � 値
個数 個数 個数

� 
� 	� 
� ���
� ���
� ���
�
� � � �
� 

 	� 
� ��
	
 ���
� �����
� ���� ���
 �
�
 ����� ���
� �����
� 

 	
 
� ��
�
 ����� ��

�

表 24 最良の結果 �サイト /�

抽出 正解 全体 正解率 再現率 � 値
個数 個数 個数

� 
� �� 
� ����� ����� �����
� � � � �����
� �� 	� 
� ��
�� ��
	� �����
� ��
 ��� 
�� ����	 ��
	� �����
� �� 	
 
� ����
 ��
�
 �����

表 �4 最悪の結果 �サイト 3�

なる．サイト 3 のページはそのような場合が多く，
抽出が困難であった．

��� 別サイトによる評価

次に訓練データの元になったサイトとは別の以下
の ,つのサイトからニュースページを取り出した．
括弧内の数値は取り出したページ数である．合計で
8,ページである．

サイト / �%%��&&'''	�����	���& ($.+

サイト 1 �%%��&&�����,.	���& ($*+

サイト 2 �%%��&&'''	��

������%�	���& ($*+

サイト 3 �%%��&&'''	��

��	��	��& ($-+

サイト $* �%%��&&'''	%45����	��	��& (3+

サイト $$ �%%��&&'''	�������	��	��& (,*+

これら 8,ページを ����によりテキストファイ
ル化した．以下，本手法を用いて，ニュース記事の
タイトル �とサブタイトル�と本文を抽出した．結
果を表 +に示す．

抽出 正解 全体 正解率 再現率 � 値
個数 個数 個数

� �� 
� �� ���

 ���

 ���


� �	� � � ����� ����� �����
� ��� �� 
	 ���
� ���	� ��
	�
� ��

 ���
 ��

 ��
�� ����� ����

� ��� 
� 
	 ���	� ����� ���
�

表 +4 別サイトページの評価

'値が同サイト別ページのものよりも悪くなって
いるが，最良の正解率を出したサイト ) の成績は
表 3の通りである．これは同サイト別ページの最良
のものと同等以上である．サイト 1 もほぼ同じ結
果であった．これらのサイトのページのレイアウト

,
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も比較的単純であったために，抽出がうまくいって
いる．

抽出 正解 全体 正解率 再現率 � 値
個数 個数 個数

� �� �� �� ����� ����� �����
� � � � �����
� �� �� �� ����� ����� �����
� �� �� �� ����� ���
� �����
� �� 
 �� ��
�� ��
�� ��
��

表 34 別サイトでの最良結果 �サイト )�

逆にサイト ,，サイト 8は極端に精度が悪かった．
これらのサイトでうまくいかなった原因については
考察の章で述べる．

��� 対訳コーパスの自動構築

本手法は様々な応用が可能である．ここでは新し
い応用の /つとして，対訳コーパスの自動構築を提
案する．
��� ニュースでは英語のニュースサイトの記事

をそのまま翻訳して提供する日本語のニュースサイ
トがある．翻訳されたページにはオリジナルの英語
のページへのリンクが張られているので，対訳関係
にあるページが収集できる．それらのニュース記事
からタイトルと本文を抽出することで，対約コーパ
スが作成できる．
本実験で利用したオリジナルとなる英語のサイト

とその翻訳サイトの日本語のサイトを以下に示す．

英語のニュース記事のサイト�
����� � !�"#$�%�

&""��''&�"($�%��($�%��)�*'

日本語のニュース記事のサイト�
!�"#$�%� +��� 

&""��''(((�&�"($�%��)����'

今回の実験では日本語のニュース記事のサイトの
以下のディレクトリの下にあった /72+8の記事を対
象にした。

&""��''(((�&�"($�%��)����',
 %(-' %(-'"%)& �.���'-"���

この実験に関しては各々のサイトに特有の素性を
導入して，それぞれのサイト毎に決定木と状態遷移
図を作成した．
上記の記事の中でオリジナルの記事へのリンクが

あったものは /7/�1記事であった．それらの記事を
すべてテキストブラウザを用いてテキストファイル
にした後，日本語のページと英語のページから，そ
れぞれ 30ページをランダムにとりだし，各行にクラ
スの正解タグを付与した．これを訓練データとした．
ここから決定木を作成し，残りページについて各
行にクラスの確率を付与し，作成した状態遷移図を

利用して，記事のタイトルと本文の抽出を行なった．
結果として /70)1 記事の英日対訳テキストを得る
ことができた。得られたコーパスうち日本語の方を
調べると，全部で �87,00文，１文平均 3):1文字で
あった．

抽出結果の評価を行なうために，日本語，英語，
各 20ページをランダムに選び，正しく記事部分を
取り出せているかどうかを調べた．結果，すべて正
しく取り出せていた．

� 考察

本手法により構築した抽出規則は，ある程度単純
なページに対しては精度が高かったが，図やサブタ
イトルが含まれるような複雑なページに対しては，
精度はそれほど高くはなかった．しかしこれは本手
法のアプローチに無理があることを示しているわけ
ではなく，利用した素性の不備であると考えている．

記事本文が分断されたテキストファイルを読んで
も，人間は記事部分を把握できる．つまり抽出規則
は存在する．利用する手がかりの情報をうまく組み
合わせてゆけば，その規則を近似することは可能な
はずである．ただし，人間が複雑なレイアウトから
もタイトルや記事を特定できるのは，内容を少しは
読んでいる，少なくとも，文字列が意味のある文字
列であるかどうかくらいは判断しているからだと
思われる．つまり抽出規則の手がかりには，本質的
に文字列に対する自然言語の情報を利用する必要が
ある．しかしここで利用した素性には，自然言語の
情報を使っていない．テキストファイルに変換する
ことは自然言語処理を利用できる状態にすることも
狙っていたのだが，どのような素性を含めればよい
かが検討段階であったため，実装することはできな
かった．今後はこの点の検討を深め，自然言語の情
報を組み込んでいく必要がある．

また別サイトのページに関しては同サイトのペー
ジよりも精度が低かった．レイアウトの問題がある
ことは，同サイトのページと同じであったが，それ
以外に，� の判定で大きく間違ったことが原因で
あった．ここで利用した状態遷移図では � の後に
�7�7�が必ず現れる．また �と �の間隔は /0行以
内という制約を入れている．そのためテキストファ
イルの最初の方である行を �と判定してしまい，実
際の �がその行より /0行以上，下方に位置する場
合には，無用の �7 �7 �の抽出も行なう．更に本来
の �にはほとんどの場合 * �サブタイトル�のクラ
スを与えるために，その部分でも精度が下がる．本
手法の状態遷移図を利用する場合には � の判定の
精度を高める必要がある．

ただし � の判定を正確に行なうには，その行の
文字列だけの情報では限界がある．実際に別のペー
ジではタイトルとなっている文字列が，他のページ
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では無用な行となっていることもある�．/行だけを
みた判断では，自然言語処理を導入しても，この問
題の解決は難しい．この問題には，2つの回避策が
考えられる．/つは学習で前後の行の情報を素性と
して組み込むことである．もう /つは動的計画法で
の最適なクラス列を生成する部分で工夫することで
ある．前者の回避策は場当たり的であるし，人間は
テキスト全体から見た場合の，タイトルや本文の位
置を考慮していて判定していると思われるので，後
者のアプローチを検討したい．
本手法の抽出精度は高くはないが，それは従来の

���

�� 学習に対して劣っていることを意味しな
い．本手法もサイト毎に学習を行なえば，抽出規則
の精度は向上する．またサイト毎の特有な素性を導
入すれば更に精度は向上する．実際に対訳コーパス
を作成した実験では，そのサイト特有の素性を利用
することでほぼ /00; の抽出精度を達成している．
今回の実験で精度の低かったサイト 3 に関しても，
サイト特有の素性を導入すれば，精度の高い抽出規
則の学習は容易である．
本手法は様々なサイトで適用可能な抽出規則を学

習することを目標としたが，その背景には，サイト
毎の学習を行なう際に訓練データを構築することが
多大な負荷であることがあった．この問題に対して
は，本手法のアプローチとは別に，���

�� 学習
に教師なし学習を利用するという研究もある �/��2�．
本手法の核は単純な分類問題であるので，教師なし
学習が利用可能だと思われる．その点も検討したい．
最後に本手法は様々な応用が可能であることを述

べておく．本タスクのように ��� ニュースの中か
らニュースコンテンツを取り出す処理自体は，���
ページの読み上げに利用できる．サーチエンジン
はページの収集の際に，本文とは無関係の部分を省
くことで検索精度を高められる．また論文のトップ
ページから書誌情報を抽出する処理にも応用できる
�3�．

� おわりに
本論文では ��� ページから目的部分のテキスト

を自動抽出する手法を提案した．本論文で扱ったタ
スクは，��� ニュースのページからそのニュース
記事のタイトルと本文を抽出するタスクである．
提案手法では ��� ページをテキストブラウザを

利用してテキスト化する．このテキストファイルを
もとに抽出規則の学習を行なう．具体的には行を事
例とした �������	
 法と制約を取り入れた状態
遷移図を利用する．本手法は���

��学習の一種で
あるが，通常の ���

�� 学習とは異なり，����
のタグを抽出手がかりとして使わない．そのために
サイトが異なるページに対しても適用できる汎用的
な抽出規則を学習できる可能性がある．

�他のニュース記事へのリンクなどを考えれば明らか．

実験では訓練データの元になったサイトから取
り出したページと別サイトから取り出したページ
を使って抽出実験を行なった．単純なレイアウトの
ページであれば，高精度に抽出できていたが，複雑
なレイアウトのページでは抽出に失敗していた．
また本手法は非常に応用が広い．ここでは新しい

応用として対訳コーパスの自動構築を提案した．
今後は自然言語の情報を素性に組み入れることを

検討する．また本タスクに関してはタイトルの判定
の精度を高めて改善を図る．
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